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先日、南が丘中学校で公開授業研究会が行われ、南

が丘中学校の先生たち以外に、講師、秦野総合高等学

校や群馬県の市立中学校の先生等が、授業を参観した

後、授業研究会に臨みました。よく見かける授業研究

会は、授業者が自評を行い、参観者が教師の発問、授

業の進め方、教師の手立て等について発言をしていき

ます。 

しかし、今回の授業研究会は、そうした進め方をし

ませんでした。発言者は、授業の中での子どもたちの

やりとりや表情・しぐさ等を語り合います。「子ども

たちにとって、この学習活動にどんな意味があるのか、

どんな学びが生まれているのか」を探るスタイルです。 

実は、このスタイル、けっして新しいものではあり

ません。私が初任の頃（今から３０年前）に全国各地

で研究に取り組む多くの学校では、そうした手法がと

られていましたし、それ以前にも行われていたといい

ます。私の経験では、授業者が最後までほとんど語ら

ない（つまり質問も受けない）という研究会もあった

ほどです。 

 

 

 

 

 

 

４月２６日金曜日、秦野市役所西庁舎３階会議室に

おいて、平成２５年度の研究員委嘱式が開催され、内

田賢司教育長から研究員一人ひとりに委嘱状が手渡さ

れました。 

今年度は６部会２７名の研究員により研究活動を進

めてまいります。昨年に引き続き、各教科では幼小中

一貫教育を見据え、そのあり方に迫る研究内容がテ 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業をした先生が、参観者の発言によって、子ども

たちの学びを知ることができるのが、今回の南が丘中

のスタイルです。授業者は、自分が気付かなかった子

どもたちのつぶやきや発言、交流の様子を、参観して

くれた先生から具体的に聞くことができます。ＶＴＲ

再生で一人の子どもの言動を参観者が語り合います。

「どうしてこの時、Ａ君は横を向いたままなのだろ

う？」 

授業研究会とは、教師の指導のあり方の良し悪しを

検討するだけの活動ではなく、子どもたち一人ひとり

を奥深くとらえるための活動でもあるのです。 

教科の授業だけではない、日常生活で見せる子ども

たちの言葉・表情・しぐさも「子どもを奥深くとらえ

る」ための大切な要素となるのです。 

もうすぐ 1 学期が終わります。私たちは、一人ひ

とりの子どもたちをどこまで深くとらえることができ

たでしょうか？そして、子どもたちにどんな働きかけ

をしてきたでしょうか？あなた自身を見つめることも

含めて、「奥深くとらえる」努力を重ねたいものです。 

 

 

 

 

 

 

ーマとして掲げられています。昨年度の成果を踏まえ、 

幼小中一貫した防災教育研究紀要の検証と実践のあり

方を研究する部会、また子どもたちの「生き方」に深

く踏み込んでいくキャリア教育のあり方を研究する部

会も発足しました。研究概要や研究員については次の

とおりです。（敬称略） 

 

一貫教育を見据えた 6研究部会が発足 

外国語、キャリア教育、防災教育など4教科・2領域で研究を進めます  

 

 
足 
    

子どもを奥深くとらえる  

～南が丘中の授業研究会で考えたこと～ 

教育研究所長 杉山 哲也 
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小中一貫教育（外国語）研究部会（１年間） 

・樫山 洋美（広畑小）・綾部 祐子（渋沢小） 

・片山 杏里（北中）  ・名取 功（本町中） 

外国語について、小中学校の連続性・系統性を研究

するとともに、小中一貫を見通した参考となる資料等

についての研究を進めます。 

小中一貫教育（算数・数学）研究部会（１年間） 

・石坂 邦洋（本町小）・小椋 正浩（南小）  

・長谷部朗彦（渋沢中）・小藪 大介（大根中） 

算数・数学について、小中学校の教育課程における 

連続性・系統性を研究するとともに、小中一貫を見通

した補助教材についての研究を進めます。 

 

小中一貫教育（保健体育）研究部会（１年間） 

・田中 彩弓（末広小）・菅原 悠太（北小） 

・大熊 桃世（南中） ・後小路大志（鶴巻中） 

保健体育科における、小中学校の教育課程におけ

る連続性・系統性を研究するとともに、ﾎﾞｰﾙｹﾞｰﾑ・

ﾎﾞｰﾙ運動、球技の領域の一貫したあり方について参

考となる資料の作成を進めます。 

幼小中一貫防災教育研究部会（１年間） 

・梅澤千賀子（本町幼）・仲原千鶴子（ほりかわ幼） 

・飯田麻佑子（堀川小）・江原 広美（大根小） 

・柏木 法子（西中）  ・幸王 孝公（本町中） 

学校における防災教育についてそのあり方につい

て研究を進め、指導計画や活動案などについて検証

し、参考となる資料作りを進めます。 

小中一貫キャリア教育研究部会（１年間） 

・安藤 智美（南が丘小）・黒田 保雄（東小） 

・加藤 友紀（南小） 

・桐生 浩史（南が丘中）・伊藤 雄介（東中） 

小中一貫したキャリア教育のあり方について研究

を進め、系統性のあるキャリア教育を進めるにあた

り、その参考となる資料作成を進めます。 

小中一貫教育社会科研究部会（２年間） 

・長町 彬子（鶴巻小）・鍔本 昌実（西小） 

・中村 雅子（西中） ・古木 学（渋沢中）  

 小中一貫教育社会科資料集「私たちの秦野」につ

いてデータや図等を最新のものに改訂するため、研

究を進めます。 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 平成２４年度の研究成果の報告及び研修のため、今年度の教育セミナーを２回、市役所西庁舎において開催

いたしました。２研究部会の研究員より研究成果の報告を行い、その後グループに分かれてテーマにそって協

議しました。この２研究部会の報告は、夏の研究発表会でも予定しています。 

 

   

子供たちの変化を感じた 保健体育研究部会報告 

 

第１回教育セミナーは５月２８日に開催され、昨年度研究部員の本町中、山岡教諭より研究成果の報告が

ありました。部員が研究紀要を基に行った授業実践を検証し、紀要の効果的な活用についての説明。 

球技領域（ネット型）の中でもバレーボールは、なかなかラリーが続かなかったり、ゲーム練習中ほとん

どボールに触れない子どもが出るなど、指導の難しさを感じる教員が少

なくありません。そこで昨年の夏に早稲田大学の吉永武史准教授を講師

に迎え、実際の場面を想定した実技研修を行いましたが、その様子もセ

ミナーで参加者に紹介しました。この研修を生かした授業実践を研究部

員が各小中学校で行い、子どもたちが楽しんで力をつけていく体育・保

健体育のあり方を身をもって経験したとのことです。セミナーでは、こ

のような子どもたちの変化も感じ取っていただけたと思います。 

中学校区ごとのグループ別情報交換では、体育に関して中学校が小学

校に陸上の指導をしに行くなどの話がでるなど、有意義なものとなりました。    

実り多い教育セミナー開催 

保健体育研究部会と防災教育研究部会が昨年度の研究成果を報告しました 
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実演を授業に活かす  防災教育研究部会報告 

 

第２回教育セミナーは６月４日に開催され、昨年度の幼

小中一貫防災教育研究部会の部員、大根中の千田教諭が活

動案を実際に取り入れながら説明を行いました。 

今年２月の神奈川県教育研究所連盟研究協議会「調査研

究部会」で行われた講演も参考にしながら、研究紀要で取

り上げている活動案を紹介しました。建築物の強度を高め

る「筋かい」を牛乳パックとストローで再現し、その効果

を子供たちに実感させる活動や、園校にあるほうきの柄と

厚手の上着で作る担架に研究員の飯田教諭を乗せて運んで

みるなど、実践的な活動例が示されました。 

参加者からは、「防災に対しての意識が高まる」「中学校区に分かれての話し合いは大変有意義であった、

今後このような機会を設定してほしい」「６月の訓練の結果を話し合いたかった」など、感想や意見をいただ

きました。今年度も引き続き研究を進めていますので、いただいたご意見を今年度の研究部会の参考にさせて

いただきます。  

 

 

 

 

 

平成25 年2 月5 日火曜日、秦野市立渋沢公民館

大会議室において平成 24 年度神奈川県教育研究所

連盟研究協議会「調査研究部会」を開催いたしました。 

当日の参加者は、県内教育研究所、センター等から

17機関22名、市内の小中学校からは28名でした。 

 

第1部  

「幼小中一貫した防災教育とは～防災教育
指導計画と実践プログラム～」を中心に 
第 1 部は、秦野市教育研究所より、東日本大震災

を受けて、平成 23 年度防災対策、平成 24 年度防

災教育についての研究を進めてきたことについて報告

いたしました。 

秦野市教育研究

所では、防災対策

について、被災地

の調査活動や防災

に関わるシンポジ

ウムなどを通して、

学校に本当に必要な防災対策についての研究を進めて

きました。幼稚園や小中学校における地震防災計画の

見直しを図る上での指針となる資料「園校における地

震災害対応ガイド」を幼稚園、小中学校に配布し、対

応を促してきたことを報告しました。 

防災教育については、幼稚園から中学校までの 11

年間を見通した指導計画のあり方として、低学年から

積み上げて定期的、継続的に行う必要があることを示

しました。実際の防災教育活動例については基本的な

活動を紹介しそれぞれの地域においてそれらを基に特

性に合わせた活動を行うことが望ましいと考えられる

ことなどの報告を行いました。 

 

第2部 

講演「いま(学校で)求められる防災教育」 
講師 東京大学生産技術研究所都市基盤安全工学 

国際研究センター長  目黒公郎 教授 

第 2 部の講演は、東京大学の目黒公郎教授より、

実際に研究室で行われている実験を基に、地震時に危 

険な建造物等についてや過去の大地震における実状と

浮き彫りとなった課題などについてうかがいました。   

それらを踏まえて地震災害から命を守るために必要

な新しい公助、共助、自助について、緊急地震速報を

活かすにはどうしたらよいか等、具体的な話がありま

した。また「災害イマジネーション能力」を身につけ

ることの必要性、そのための具体的な手法「目黒メソ

ッド」「目黒巻」についてなど、災害レジリエンス

（回復力）の高い人間を育成するためにはどうしたら

よいかということについてのご示唆をいただきました。 
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－資料より－ 

目黒メソッド 

１ 徹底した当事者意識 

２ 個人としての多面性の認識 

３ 健常者＝潜在的災害弱者の認識 

４ 自分の死後の物語を考える 

５ 極端なケースを想定する 

 

目黒巻 Work Shopの進め方 

１ 発災条件（季節、天候、時間、自分たちの活動状

況、服装など）と対象期間（発災後いつまでを対象

にするか）などの条件を設定する。 

２ 各自が自分を主人公とした物語を書き進める。 

３ ２を進める上で生じた疑問を「疑問カード／ノー

ト」に書き出す。 

４ 各自の物語が完成したら、まず皆の「疑問カード

／ノート」を見せ合って問題を共有するとともに、

それを調べ、解決する。 

５ 各自の物語を並べ、

各時間帯で相互に

矛盾がないかを確

認し、おかしな部

分がある場合には

それを修正する。 

６ 各自の活動を見直

し、最終的な結末をより良い状況にもっていくには、

どんな判断や行動をすべきであったかを考え、物語

を修正する。 

７ さらに、地震の発災前に、5 秒、10 秒、数時間、

1 日、１か月、１年・・・など、長さの異なる時

間が与えられた場合に何をすべきかを議論する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私（目黒教授）の考える重要なポイント 

・ 自分が地震で亡くなってしまう状況をイメージし

てください。何を最も重要な教訓として、遺族に、

大切な仲間に伝えたいですか。 

・ 一般的に、政治家は、被災地で生き残った人々

（選挙で投票できる人々）に注意を払う。しかし、

これは防災の本質とは違う。 

・ 有限な資源やエネルギーは、災害発生時に被災す

る人々を減らすために、まずは事前に使うべきであ

り、被災地で将来発生するであろう人々のケアのた

めに残しておくものではない。 

 

参加者の主な感想・意見等 

・ 発達の段階に応じた学年別の指導事項が整理され

ており、具体的な活動内容やねらいが大変参考にな

りました。また、多岐にわたる内容を幼小中と系統

性を持たせて身につける準備が整いつつあることが

すばらしいと感じました。ただ、地域の特性を踏ま

えた上での防災意識向上に向けての具体にもう少し

触れてもよかったのではないでしょうか。その点を

踏まえて、今後の実践の成果についてもぜひ報告し

てほしいと思います。 

・ 一人ひとりが何をすべきかということを、専門の

立場から実効性のある防災教育について、またその

重要性について強く感じました。子どもも教師も災

害に対するイマジネーション能力を高めていかなけ

ればいけないと強く感じました。子どもに防災を学

ばせるためにはまず自分がもっと学ばなければいけ

ないと思いました。時間をもっとかけて聞きたい内

容でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年度の研究部会は、小中一貫教育（国語）研究部会、小中一貫教育（算数・数学）研究部会、小

中一貫教育（保健体育）研究部会、幼小中一貫防災教育研究部会、学校情報化推進研究部会の 5 部会で研究

を進めてきました。また、自主研究レポートについても 3 名の方が１年間それぞれの研究テーマに取り組ん

できました。これまでに、各研究部会よりその研究成果物が各幼稚園・こども園、小中学校に配布されてい

ます。ここではその概要についてご紹介いたします。 

～６冊の研究成果物を刊行・配布～ 

～ 
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「校務支援システム導入に向けての方向性に

ついて」 

学校情報化推進研究部会 

 

学校情報化推進研究部会では、学校にお

ける校務支援システムに関わり、求めら

れる機能や導入する際の道筋、教職員の

不安感の解消等について、実際にアンケ

ートを行い集計・分析した結果を冊子と

してまとめました。本冊子は、教育委員会各課及び各

学校に配布してあります。 

学校教職員が、校務支援システムの導入についてど

ういった印象や不安等を持っているかについて、既に

導入している自治体や国等のアンケート結果などを踏

まえてまとめてあります。 

 

「子どもの命を守るための防災教育」 

         幼小中一貫防災教育研究部会 

 

幼小中一貫防災教育研究部会では、幼稚園から中学

校までの１１年間の一貫した防災教育の指導について

研究を進め、その成果として本紀要をまとめました。 

本紀要は、防災教育に取り組む際の課題である「ど

んなことをやっていいのかわからない」「やる時間が

ない」ということを踏まえ、防災

教育として考えられる活動内容に

ついて、短時間での活動としてと

らえ活動例としてまとめました。

また、子どもの発達段階に合わせ

た活動を整理し、防災教育指導計

画（例）を提示しました。 

 

 

 

「文章の鉄人」～今の思いを言葉にしよう～ 

小中一貫教育（国語）研究部会 

 

小中一貫教育（国語）研究部会では、平成２２年度

の「話す・聞く」力を伸ばす教材、平成２３年度の

「漢字」の力を伸ばす教材を経て、今年度は「書く」

力を伸ばす教材を作成しました。 

本研究紀要は月ごとの行事や

テーマに沿って、自分の考えや

感想を伝えたり、文を創作した

りしながら、「書く」力を付け

られるように構成されています。

１つのテーマについて、小学校低学年・高学年・中学

生向けの３枚のワークシートがついており、書いたも

のをそのまま発表したり、掲示できるようレイアウト

を工夫しました。 

 

「算数・数学フリプリ 図形領域平面図形編」 

小中一貫教育（算数・数学）研究部会 

 

「フリプリ」とは振り返ることのできるプリントの

愛称です。本研究部会では、これまで小中一貫を見通

した補助教材作りの研究を進めてきました。『現場に

いる先生方が本当に利用できるようなもの』をという

コンセプトのもとに、計算領域、関数領域に引き続き、

第３弾 図形領域を作成しました。 

今回は小中学校における図形領域「平面図形」に限

定してまとめました。各プリントは小学校・中学校と

もに、１時間の授業を振り返る時に利用できる内容と

量になっています。右ページ

には模範解答が付けられてい

るので、各自が各自のペース

で取り組み、振り返ることが

できます。また、各プリント

右上（または例題等囲み線の

中）にどこへ戻って復習すれ

ばよいのかが示されています。 

  

「Let’s enjoy sports!!  

楽 し く 学 べ る 授 業 づ く り

～ゲーム・ボール運動・球技領域(ネット型)を中心に～」 

       小中一貫教育（保健体育）研究部会 

 

本研究部会では、小・中の研究員の検証授業を基に、

小中一貫を見通した指導のあり方についての紀要を作

成しました。まとめの部分では、授業を行う際の指導

ポイントとして、①ボールの操作とボールを持たない

ときの動き②小中連携した指導のカリキュラム③小・

中の連続性を意識した指導ポイント④小学校・中学校

段階で取り入れられるドリル＆(タスク)ゲームの種類、

の４点を中心に載せました。 

本研究紀要を参考に、小学校か

ら中学校に小中一貫教育の視点から、

発達の段階に応じて「何を学習させ

るか」を基本的な考え方として、連

続性のある楽しい授業づくりにつな

げていただければと思います。 



◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆研究所だより 第１１０号 秦野市教育研究所◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆ 

自主研究レポート29「探究」 

市史資料室の宇田川大介さんからは「生涯学習・地域学習のための地名資料」―秦野市本

町・南の二地区を例に― と題したレポートをいただきました。秦野市内における地名及び

それらにまつわる地域資源の活用に寄与するため、市内の本町・南の二地区を例に挙げ、地

名の由来の類推が行われている内容です。 

本町中学校の佐久間大幸教諭からは、ピアサポートの実践を通して、中学校における生徒

会活動のあり方を考えるレポートが寄せられました。様々な角度から「生徒会とは」という

問いの答えを探しています。タイトルは「生徒同士が助け合い、高め合える生徒会づくり」

～ピアサポートを通して～です。 

西小学校の山口栄一郎教諭のレポートは、「身近な地域教材を活かした授業提案」～戸川砥を例として～と題

したものです。横断的な学習の素材として、身近に内在している物を教材にできないかと考え、昔、秦野で産出

していた戸川砥を取り上げています。戸川砥をきっかけにどのようにして子どもの学びのとびらを開けるのか考

えています。 

 

 

 

 

夏の研修はすべて７月１９日（金）まで受け付けております。このチャンスにまとめて ICT 関係の研修を

受けるのはいかがですか？２学期からすぐに役立てることができると思います。 

 

月 日 曜 時間 研修名 場所 講師等 

７ 29 月 14:30-16:30 公開講座 渋沢公民館 横浜国立大学 青山浩之 准教授 

7 31 水 10:00-12:00 情報モラル研修会 本町中学校PC室 ﾈｲｼｽﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 大笹 いづみ 氏 

7 31 水 13:30-15:30 情報セキュリティ研修会 本町中学校PC室 ﾈｲｼｽﾃｸﾉﾛｼﾞｰ 米田 直哉 氏 

8  1 木 9:00-11:30 ICT活用研修会①エクセル 本町中学校PC室 教育研究所  飯島誠 

8  1 木 14:00-16:30 ICT活用研修会②パワーポイント 本町中学校PC室 教育研究所  飯島誠 

8  2 金 9:00-12:00 ICT活用研修会③画像処理（基礎） 本町中学校PC室 市川ｿﾌﾄﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ 露崎義政 氏 

8  2 金 13:30-16:30 ICT活用研修会④画像処理（応用） 本町中学校PC室 市川ｿﾌﾄﾗﾎﾞﾗﾄﾘｰ 露崎義政 氏 

8 19 月 13:15-17:00 第31回教育研究発表会 文化会館 平成24年度教育研究所研究員他 

8 21 水 10:00-12:00 学校環境マネジメント研修会 西庁舎3階 国立教育政策研究所 五島政一 氏  

8 23 金 14:00-17:00 小中一貫教育保健体育研修講座 南中体育館等 早稲田大学 吉永武史 准教授 

 

まだ間に合います！今年度で３０号『探究』自主研究論文募集中  
 教育に関わる、課題解決のためのとりくみや実践の工夫の記録など、日頃の取り組みを紹介しませんか。 

・ 文字数等に制限はなく、特に集まり等もありません。 

・ 個人でもグループでもかまいません。 

・ 学校研究などと同テーマでもかまいません。 

教育研究所では、 

・ 論文を自主研究論文集「探究」として、冊子にします。 

・ 執筆に必要な書籍などの購入の補助をします。 

・ 必要に応じてアドバイスや助言などをします。 

ぜひ多くの方のご参加をお待ちしております。また、ご不明の点があれば教育研究所（８１－２１２５）

までご連絡ください。 


